Kankoku no Nihon kenkyū by 崔  吉城
韓国の日本研究
著者 崔  吉城
雑誌名 日本研究・京都会議　KYOTO CONFERENCE ON




その他のタイトル Kankoku no Nihon kenkyu
URL http://doi.org/10.15055/00003454
韓国の日本研究










韓国において1960年 代の政治的ナショナリズムは70年代を経て"文 化ナショナリズム"に なっ
てい く。経済高度成長を成 し遂げたという自信と共に1988年 のオリンピックを契機iにして韓国の
イメージを世界へ宣伝することが出来た。日本に対しても初期の政治的な反日主義から文化的克
日主義への変化が起こった。韓国人の日本への関心は"克 日"と いうマスコミ的言葉が全国的に

































1.日 本学 と歴 史 ・民俗 学
韓国日本学会には歴史 ・民俗学分科があるが圧倒的に日本語 ・日文学中心であ り、歴史 ・民俗
分科の研究成果や研究活動は非常に少ない。『日本学報』の32号(1994.5)の 構成 を見ると、
論文19篇 の中9篇 が語学、6篇 が文学の15篇が語文学であ り、その他の4篇 の中、教育、歴史、
社会が各々1篇 と日本人のもの1篇 である。これは学会の会員の構成を反映するものである。会
員の専攻別では文学が203、 語学185、 日語 日文2、 計390人 で全会員中85%を 占め、その他は教
育8、 哲学6、 西洋文学5、 社会学4、 経営学4、 韓国語学4、 民俗学4、 日本文化3、 歴史3、
政治学2、 経済学2、 言語学2、 数学1、 思想1、 中国語1、 韓国文学1、 法学1、 その他不明
である。文学 ・語学に偏 っていることが端的に分かる。この傾向は学制によって作 られたものの
性格を持ち、学際研究か地域的客観的研究 よりは日本国内の研究の延長線の上でするもののよう
な傾向がある。これは独 自研究の独創性が弱 く紹介が主なものである。大学学科 自体が伝統的な
ディシプリン中心であるので語学文学中心になることは日本学のみではな く一般的仕組みから来
るものである。
尹正錫教授 は 「韓国における日本研究」(国 際交流基金、1989)で 韓国での 日本研究が日韓両





研究 としての日本研究は、未だその地歩を固められずにいる。つまり、氏は韓国での 日本研究 も
「地域研究」 として一社会又は特定国家について総合的、かつ学際的にアプローチすべ きである
ことを主張 している。
韓国の 日本学会(1973年 設立)は 機関誌 『日本学報』20号(1988年)の 記念特集 「韓国におけ
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る日本研究一回顧と展望」によると 「韓国における日本語学」は感情的に成熟出来なかったこと
も事実であ り、 日韓両国語で完全といえる くらいの駆使能力を備えることが民族の恥の象徴のよ
うに思い込んで しまったのである。日本文学研究は国民の反 日感情とともに忌避されてきた。日
本民俗研究は主にナショナ リズムによる研究が多い。 日本教育に関する研究 も歴史的に不幸な関
係から日本研究の忌避現象が出て、研究が不振であった。
「韓国における日本史研究」は1940～1980年 代の日本史関係の研究成果を統計的にみると論文
の総数が976、 単行本が150で あ り、その中で古代 に関するものが151で 全体の15.5%を 示 し、し
かも古代の 日韓関係に関するものが135で89.4%を 占めており、 日韓関係史に傾いていることが





















国内で出版発表がなされていないので、その事情は把握 しに くい。しかし国内学 としての民俗学
であると主張 した人たちも、旅行 自由化によって、む しろ人類学よりも早 く海外へ調査に出るよ
うになったの も一現象であろう。彼 らは韓国の民俗文化の日本への伝播を探るために日本民俗に
関心を持ち、短期間ではあるが、現地調査研究 も行なった。「台湾高山族の民俗調査」(任東権)、
「日本騎馬民俗征服説と服飾の相関性」(金 束旭)、 「沖縄のシャーマ ンについて」(崔吉城)、 「在
日韓国人の調査研究」(李光奎)、 「日本農村での観光事業 と 〈家〉を中心に」(文玉杓)、 「祖先崇
拝の韓 日の比較」(崔 吉城)な どがあるが、大部分は本格的な実施調査に基づいてはいない。以
上のうち日本に関する研究は李光奎、文玉杓、崔吉城だけである。
文玉杓の 『韓国文化人類学』(15、1983)は 長期間にわたる本格的な現地調査を通 して行なわ
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れた、社会人類学的研究 として貴重なものである。群馬県片品村花咲で一年半以上滞在 して、調





化、炭焼 きから他の副業への変化、観光産業の 「民宿」への発展、世帯、親族 と姻族、政治と協
力、村祭 り(猿 祭、祇園祭)な どに関 して書かれている。氏は日本の村の調査資料、特に英文の
論文を多 く紹介 しながら、微視的に花咲村での現地調査に基づいて分析 を行なった。スキー場は
村人の経済的打算を考えさせるような変化 も生じたけれども、農家の維持 を妨げる要素にはなっ





金宅圭 は1979年 の2,月 に日本の東北地方の同族部落で調査をした資料に基づいて韓国の安東地
方の河回同姓部落と比較 した。「韓日両国のいわゆる 〈同族〉部落に関する比較試考」(江守五夫 ・
崔龍基編、1982)を 発表 した。その内容は主に両国の同族における異質性(特 殊性)を 中心に比
較 したものである。






の再照明は、ほぼ親 日化 してい く過程か、その行為のみに焦点を当ててお り、かれの研究業績な
どについては、余 り言及されていない。さらに植民地時代の日本人による朝鮮に関する研究では、
日本植民地政策などの日本史の立場 を理解するために、韓国日本研究者が研究すべ きである。こ







『日本と韓国の文化摩擦』(辻村明 ・金圭煥 ・生田正輝)は 日韓マスコミュニケーション ・ギャッ
プの研究であるが、日韓比較研究 として意味のあるものである。この研究は韓国 ・韓国人につい
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ての日本人のイメージを探る。日本人は韓国に対 して悪いイメージを、韓国人に対 して優越感 を





方韓国人の対 日イメージは、多 く日本人の対韓イメージに対応 しながら差異を見せている。
3)在 日朝鮮人の研究










の事情の下で差別されているので、隠れた り同化 したりしていたが、1965年 に日韓国交が正常化
され、1970年 代になってから母国訪問が可能にな りはじめ、韓国人としての意識が成立する傾向







結婚差別 もある。 しかし日本人 との結婚は圧倒的に多いのが現状である。季教授は最後に在 日朝
鮮人の差別について日本人側の問題点 を指摘する。"在 日韓国人は民族的劣等意識 と民族的虚無
主義から脱皮 しなければならない。 日本人の持っている偏見 と日本社会が持つ差別は、特殊な条
件から生 じたものであり、決 して普遍的 ものでも正 しいもので もない。あらゆる民族には民族な
りの長点 と欠点があるが、諸民族は互いに長点 を中心に民族共に生 きる意味を探すべきである。
しかし日本人は在 日朝鮮人の弱点のみ探 し、これを韓国人像にして 日本人が自慰することは正 し
くない。またそれを無批判的に受け入れて、劣等意識 と虚無主義に落ちる事 も正 しくない。中国 ・
満州の延辺地域 に居住する在中韓国人、旧ソ連のタシケント地方の在 ソ韓国人 も、在米韓国人 ・
在 ドイッ韓国人 ・在ブラジル韓国人も、その地域において韓国人が一番勤勉で熱心であって、他
の少数民族の規範になっている。ただ日本でのみ劣等視 されることは、日本人の偏見が正 しくな


















ある。これは全 く同じ文字 を使 ってお り同じ親族組織であるので注 目するわけである。これにつ
いては中根千枝教授が中国 ・韓国 ・日本本島との比較 をしたので、日韓琉の学者たちが高い関心
を持っていることでもある。崔在錫の門中の韓国起源論 もある。



















査研究が出来 るように協力 したほ うが良い と思 う。
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